[bookmark: _GoBack]
関東支部第二回改革検討委員会(改革委員会)議事録　　　　　　　　　　　　（1）
作成：2018.5.9
事務局　坂田和夫
Ⅰ．実施日時：H30(2018).4.28   14:50～16:40
Ⅱ．場所：北区赤羽会館　
Ⅲ．参加者：
・改革委員 ：1.内堀副会長 2.中村(征)部会長 3.荒木副会長 4.人見副会長 5.内堀(榮)幹事 6.塚田会計監査    7.坂田部会長　8.中村事務局長
・ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：1.杉崎会長 2.小林部会長 3.三浦部会長 4.滝沢幹事 5.上ノ山幹事 6.竹内幹事 7.高野幹事
　　　　　　 8.高橋幹事 9.一之瀬幹事 10.柳沢幹事 11.宮下副会長 12.小林(侑)相談役
Ⅳ．議事内容：
　　①第1回改革委員会で各改革委員の持ち帰り検討事項になっていた会則改善案につき協議する事を本日の議題とする。（中村事務局長）
　　②各委員から会則改善案につき発表・提案がなされた。
　　・中村(征)委員：会則第４条 「本会の役員の任務は、次の通りとする。」の 第5項の「会計監査は、会計の監査を行う。」の会計監査の役割として、「業務監査」も任務として入れるべきではないかと指摘した。
　　　また、会則第13条の「本会の経費は、会費及びその他の収入をもってこれに充てる。」とありますが、
　　　その他の収入では不明確であり、本校同窓会本部よりの助成金もある事から「その他寄付」とより具体化
　　　した方が良いのではないかとの改善案も示された。

・人見委員：会則（名称及び組織）第1条　「本会は、長野県上田千曲高等学校同窓会関東支部会と称し、
　本校卒業生をもって組織し、事務所を会長の指定の場所に置く。」となっておりますが、会員相互の親睦
　が目的なら、名称をもっと親しみ易い「同窓の集い」としてはどうだろうかとの提案ありました。
　また、家政科は関東支部在住の「支部総会」への出席者が減っており、家政科部会の運営も厳しい状況から、会則第5条「本会の役員の選出方法は、次の通りとする。」の第４項「各科部会長及び幹事は、各部会で選出する。」となっているが、「会として数名とする。」としてもらいたいと要望がありました。
　更に、会則第8条「本会の会議は、総会、役員総会及び役員会とする。」の役員総会と役員会とはどう違うのかが分からない、「役員会」（幹事以上）に一本化したらどうかとの提案ありました。

・荒木委員：関東支部改革（案）として、別紙配布があり、現状、少子化の影響で東京への就職は、0～１名であり、現有会員の掘り起こしが必要で、少人数の催し「見学会」などの声かけをしていきたい、改善の提案としては、「総会」のあり方をもっと懇親会的にしてはどうか、また、懇親をメインで、組織の大上段からの「講演」はいらない。今まで、1回～2回程度出席した方を対象に、掘り起こして（電話など）はどうかと提案ありました。

・坂田委員：会則第14条「本会の会費は、年会費１口1,000円とし、口数は任意とする。」とありますが、
　会費を値上げし、「年会費1口2,000円とし、口数は任意とする。」にしたらどうかと提案あり、その代わり「支部総会」時の懇親会費を安くする必要がある。今年の総会会場での懇親会費は、会場の関係で安く
　できる見通しであり、いいことである。
　また、会則第8条「本会の会議は、総会、役員総会及び役員会とする。」の役員総会と役員会との違いが
　明確でなく、「役員会」に統一して明確化する必要があると提案がされた。
 (2)
・内堀（榮）委員：「会則」の改善事項・改善項目（修正・追加、削除）との別紙を送付し説明された。
＜修正＞：「支部総会」のタイトルは「上田千曲高校同窓会関東支部」ではなく、「上田千曲高等学校同窓会関東支部」とするとの修正案があり、理由を説明された、会則に、「長野県上田千曲高等学校同窓会関東支部会会則」と「上田千曲高等学校」と記されているので、統一した方が良いとの提案です。
  ＜追加＞：会則(目的及び組織)第2条の本文の後に「親睦会、懇談会には会員の家族も準会員として参加することができる。」を追加する。
　＜修正-1＞会則（役員）第3条（6）「副事務局長」の順番を入れ替える（理由：事務局長・副事務局長と続ける方が自然な文の流れである）。
  (1)会長1名 (2)副会長若干名 (3)事務局長1名 (4)副事務局長2名 (5)各部会長 (6)会計監査2名 (7)各科幹事の順。
　＜修正-2＞会則第3条(2)「副会長若干名」を「副会長1名」（各科部会から）とする。（理由：現在1名が実情である為）
　＜修正-3＞会則第4条(2)「副会長は会長を補佐し、会長が出席できない時はその職務を代行する。」と「会長事故ある時は」を修正する。（理由：会長事故ある時はだけだと範囲が限定されてしまう為）
　＜削除＞会則第7条「名誉会長」の言葉は削除。従って「本会に顧問及び相談役を置くことができる。顧問及び相談役は会長が役員会の承認を得て委嘱する。顧問及び相談役は会長の諮問に応ずると共に会議に
出席して意見を述べることができる。」
（理由：平成29年度上田千曲高等学校関東支部役員名簿に該当者が記載されていない為）

・沢崎委員（本日不参加ですが、「会則の見直し・提案」を書面で提出して戴いておりますので紹介します）
　＜会則改征提案１＞第1条　名称：「長野県上田千曲高等学校同窓会関東支部」→「長野県上田千曲高等学校関東同窓会」への改訂を提案。
　＜会則改正提案2＞第3条「本会は次の役員を置く。」第5条(1)→「副会長　若干名→3～４名」第5条（7）「各科幹事→3～4名とする。」また、第4条「本会の役員の任務は次の通りとする。」は（理由：各科部会で適当に選ぶのではなく「職務担当」を決めて選出するかも明記
したい）
　＜会則改正提案3＞第4条「本会の役員の任務は次の通りとする。」(役員の任務)→(2)副会長の責務は名簿整理、総会、宣伝、親睦の企画等を親睦の企画等を専門に担当。(7)各科幹事の職務→役員会に出席しているのに、各科部会長の補佐はおかしい→第11条の職務を行う。
　＜会則改正提案4＞第7条「名誉会長、顧問、相談役の役割」→名誉会長、相談役は会長を補佐し、役員会に出席をして意見を述べる。顧問は相談を受けるだけで、相談役は重要事項について相談を受ける役とある為。
　＜会則改正提案5＞第6条（役員の任期）→2年とあるがスタート月がない→「10月1日から2年後の9月30日まで」を明記した方がよい。（第15条に合わせる）
　＜会則改正提案5・新しく追加＞各部会の位置付け・同窓会の支援方法・活動方法等に特に明記がない→「各部会は、役員会の情報提供とか、親睦の運営等の活動を自主的に行なうものとする。」「各科会議
　で部会長、幹事を決定し、総会前の役員会で報告をし、会長が委託する。」…疑問：部会の呼び方が各部会なのか、各科部会なのか、どちらがよいのか？
　＜会則改正提案6・削除＞第8条（会議）現状「総会、役員総会、役員会」→「総会、役員会」で十分であり、第8条の中から「役員総会」を削除し、第10条の「役員総会は、必要に応じ随時開くものとする。」
は削除する。
(3)
　＜会則改正提案7＞第11条→「役員会は原則年4回開催し、会の企画運営、会則、人事、予算、決算を審議し決定する。」「役員会は、第3条で選出された役員を以って構成される。」
　＜その他・検討事項１＞本校での学科の変更・学科新設等における関東支部での掌握と振り分けをどのようにするのか？　また、家庭科部会の縮小に伴い、今後の総会・懇親会の当番をどうするのか等、検討が必要である。
　＜その他・検討事項2＞「懇親会の在り方」：「懇親会は、安い、楽しいが第一」→①各科若年層の名簿を整理し、インターネットを活動状況を宣伝する。②金額は掛るけど、懇親会の後に、広報を出したらどうだろうか、インターネットでも会報、広報活動時に、閲覧アドレスを添付したらどうだろうか？
　（HOMEページの創設、ツイッター、Facebookの活用等）

・オブザーバーの意見
・小林(侑)相談役
　関東支部設立当時の役員の苦労に監査し、先人の思いを大切にし「会の目的はあくまでも会員相互の親睦を図ること」「良好な人間関係を構築すること」を再確認し、「女性にもやさしい会としてもらいたい。」と会の更なる発展に期待を寄せて頂いた。

・中村事務局長（同窓会関東支部改革委員長）から事務局提示案が別紙が配布され説明がなされた。
　表題「会則の見直しと（修正、削除）と充足（追加）事項について（事務局提示案）
　・基本的に＜修正・追加に至った考え方＞を中心に提示された。詳細は別紙「事務局提示案」を参照の事。
　＜修正＞全体記述法（法律条文及び一般的会則・規約類記述方法に準拠）する。
　＜修正＞第1条
　・会名称を実態に合ったものに修正する。「同窓会関東支部会」から「関東同窓会」とする。
　会則名称は「長野県上田千曲高等学校関東同窓会会則」とし、第1章　総則（名称）第1条「本会は長野県上田千曲高等学校、関東同窓会（略称、ちくま会）と称する。」事を提案。
　＜修正＞第2条
　・「目的及び事業」を分けて条文化し事業期間、内容を具体的にする。
　（目的）第2条「本会は会員相互の親睦を図るとともに母校の発展に寄与することを目的とする。」
　（事業）第3条「本会は前条の目的達成の為に次の事業を行い、事業年度は暦年とし10月1日に始まり翌年9月末日をもって終わる。」とするとし、別紙の通り(1)～(5)項目の内容とする。
　＜追加＞会組織体制の基本ともなる組織構成図にて役職者各々の位置付けを明確にする。
　・附記その１．組織構成図を追加
　＜追加＞＜修正＞第3条・第4条・第7条
　・会を構成する会員、役員、名誉会長、顧問、相談役各々の資格（含む喪失）・役割・機能を明確にする。
　・基盤となる会員の資格範囲を明確にした上で今後の趨勢を考慮して拡大運用も出来る様にする。
　　（ex.正会員、特別会員制-学校関係者・縁故者等-の導入検討）
　・役員についても「目的」「役割」「機能」を明確にする。特に部会長、幹事（幹事→理事へ）及び学科・部会名対応等については母校編成、関東の実態に合わせ分かり易いものに修正する。
　・（名誉会長）、顧問、相談役をオブザーバーとして位置付けを明確にする。
　＜修正＞第5条
・役員、（名誉会長）、顧問、相談役選出確定までの仕方を分かり易く又、整合性、統一性の取れたやり方に集約する。
(4)
・オブザーバーについては、新条項案の第13条（オブザーバー）、第14条（オブザーバーの役割）、第14
　条（オブザーバーの委嘱と任期）、第16条（オブザーバー資格の喪失）の各条項を参照。
＜修正＞＜削除＞第8条～第12条
・定期開催の会議体としては「総会」「役員会」「部会」とし役員総会は役員会に一本化する。又、新たに随時の会議体として「会長が指定した会」（目的別委員会等）を設け、各会議体の機能も明確化する。
・具体的には、提案の第3章（会議体）第17条「本会の会議体として次のものを行う。」(1)～(4)を参照。
　更に具体的には、第18条（総会）「総会は本会の最高議決機関であり、会長が招集して会員参加の元、年
1回次の事を審議してその内容は出席者の過半数をもって議決、成立する。」(1)～(5)の条項を参照。
　また、第19条（役員会）「役員会は会長が招集し役員参加の元、適宜行い次の事項を審議の上了承又は承認しその成立は役員構成員の過半数参加をもって成り、その議決は参加者の過半数を得て決する。」の(1)～(9)の条項を参照して下さい。（部会）は第20条、（その他会議体）は、第21条を参照のこと。
＜追加＞第13条「本会の経費は、会費及びその他の収入をもってこれに充てる。」
　・会運営原資に本部同窓会の助成金、還付金（本部規約第19条4項に基づく）を追加する。
　・提案会則第4章会計　第23条（資金、費用）「本会運営費用は年会費、母校本部同窓会よりの助成金と還付金（本部同窓会規約第19条-4項に基づく）、寄付金、事業に伴う収入及びその他の収入を持って充てる。」を参照。
＜追加＞・会則変更の仕方追加　→提案	 第5章その他、（会則の変更）第24条「本会則を変更する場合は役員会の審議を経て総会にて議決、承認する。」で明記しました。
＜追加＞・慶弔、表彰規定の追加　→提案 第5章その他、（慶弔、表彰）第25条に明記しました。
＜追加＞・会則記述外事項、不測の事態等への対応方法追加　→提案第5章その他、（その他）第26条「本会則に定めない事項が発生した場合は、社会通念、公序良俗に鑑み善意の法則をもってこれにあたる。」としました。
＜追加＞・改訂にあたっての主旨（補足条項）記述　→第5章その他、（補足）第27条を参照のこと。
＜追加＞・再度の確認ですが、組織構成図（附記その1）、部会・学科対応表（附記その他2）を追加して
　　会則案に載せております。参照お願いします。

以上、具体的な修正・追加案が中村事務局長より詳細に説明があり事務局の提示案の発表は終了した。
		
③本日の関東支部改革委員会で各委員及び事務局から提案された「改正・修正・追加・削除案」に基づき
審議したが、事務局案をベースに最終訂正すべき条項、文言があれば次回の「第3回関東支部改革委員会
（2018．7.28予定）までに各委員が考えをまとめ、「第3回関東支部改革委員会」で発表・審議して結論
を出し、第3回関東支部役員会（同日）で審議、承認してもらい、第44回上田千曲高等学校同窓会関東
支部総会に議案として提出、審議し、承認を得て成立を図っていきたい旨、中村事務局長からの話しがあ
り、本日の関東支部第2回改革委員会は終了となった。
以上
